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年頭のご挨拶

　
厚
生
労
働
省
は
、国
保
事
業
へ
の
永
年
に
わ
た

る
顕
著
な
功
績
を
称
え
、令
和
6
年
度
国
民
健

康
保
険
関
係
功
績
者
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
の

被
表
彰
者
117
名
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
本
県
に
お
け
る
被
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。受
章
さ
れ
た
皆
様
に
は
心
か
ら
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、今
後
益
々
の
ご
活
躍

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

将来にわたり安定した
国保制度の運営に向けて　　　　

国保制度改善
強化全国大会

　
国
保
中
央
会
な
ど
国
保
関
係
9
団
体
は
令
和
6

年
11
月
15
日（
金
）、東
京
都「
砂
防
会
館
」に
お
い
て

「
国
保
制
度
改
善
強
化
全
国
大
会
」を
開
催
し
た
。

　
主
催
者
挨
拶
で
は
国
保
中
央
会
大
西
会
長（
高

松
市
長
）が
、国
保
制
度
を
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続

可
能
な
も
の
と
し
て
い
く
た
め
に
、国
保
関
係
者
の

努
力
に
加
え
、国
に
も
重
要
な
責
任
を
果
た
す
こ

と
を
求
め
、「
新
国
保
制
度
を
安
定
的
に
運
営
す
る

た
め
の
大
前
提
で
あ
る
、毎
年
度
3
4
0
0
億
円

の
公
費
投
入
の
確
実
な
実
施
を
強
く
要
請
す
る
。

さ
ら
に
、深
刻
さ
を
増
し
て
い
る
医
療
・
保
健
・
介
護

の
人
材
不
足
や
地
域
偏
在
の
問
題
に
は
、早
急
に

総
合
的
な
対
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、公
立
病
院

等
の
医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
十
分
な
支
援
策
を

講
じ
る
こ
と
を
求
め
る
。加
え
て
、国
保
総
合
シ
ス
テ

ム
は
国
保
運
営
の
基
幹
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、開
発
や

運
用
に
は
市
町
村
等
保
険
者
に
追
加
的
な
財
政
負

担
が
生
じ
な
い
よ
う
、国
の
責
任
で
必
要
な
財
政
措

置
を
講
じ
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。」と
訴
え
た
。

　
大
会
で
は
、被
用
者
保
険
の
適
用
拡
大
の
検
討

が
進
む
中
で
も
保
険
者
機
能
の
堅
持
な
ど
を
求
め

る
12
項
目
の
決
議
を
全
会
一
致
で
採
択
し
た
。医
療

保
険
制
度
の一本
化
、普
通
調
整
交
付
金
が
担
う
自

治
体
間
の
所
得
調
整
機
能
の
堅
持
、こ
ど
も
の
医

療
費
を
助
成
す
る
全
国
一
律
の
制
度
の
創
設
な
ど

を
盛
り
込
み
、国
に
対
し
実
現
を
訴
え
て
い
る
。大

会
終
了
後
、決
議
の
実
現
に
向
け
政
府
や
与
野
党

の
国
会
議
員
に
対
し
て
集
中
陳
情
を
展
開
し
た
。

　
な
お
、本
県
で
は
、各
地
区
協
議
会
等
か
ら
10
名

が
大
会
へ
参
加
し
た
ほ
か
、地
元
選
出
等
国
会
議
員

へ
陳
情
書
を
送
付
し
、陳
情
活
動
を
行
っ
た
。
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事
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滋
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令
和
6
年
度

国
民
健
康
保
険
関
係
功
績
者

厚
生
労
働
大
臣
表
彰秋田県国民健康保険

診療報酬審査委員会委員

佐々木　範明 氏

美郷町国民健康保険事業
の運営に関する協議会委員

照井　哲 氏

　新年あけましておめでとうございます。
　令和7年の新春を健やかにお迎えのことと、心よりお慶び申し上げます。
　保険者並びに関係団体の皆様方におかれましては、国民健康保険事業の健全な運営にご尽力
いただいておりますことに深く感謝と敬意を表します。また、本会の事業運営に対し格別のご支援とご協力
を賜っておりますことに厚くお礼申し上げます。
　さて、国民健康保険は、国民皆保険制度を支える基盤として、制度創設から長年にわたり、地域住民の健康増
進のため寄与してまいりました。しかしながら、国保を取り巻く状況は、加入者の年齢構成が高いことや医療費水
準が高いこと、また、所得水準が低く保険料（税）の負担率も著しく高いことなど構造的な問題を抱え、厳しい運営
を強いられております。
　こうした状況を踏まえ、平成30年度には国の3,400億円の公費投入など財政支援の拡充による国保財政の基
盤強化、新たに都道府県を国保財政運営の主体とする新国保制度が施行され、国保関係者のご尽力により順
調に運営されております。しかしながら、制度の構造的問題は継続しており、また、人口減少と少子高齢化が進む
中、被保険者が減少し、さらに被用者保険の適用拡大により、特に所得の高い被保険者の減少など、今後も国保
の事業運営は厳しい状況が続くことが見込まれております。
　本会といたしましては、こうした国の動向を注視しながら、データヘルスを活用した予防・健康づくりや重症化
予防等、保健事業の支援を通じて医療費適正化に一層努めてまいります。また、診療報酬審査支払機関として、
基幹業務であります審査支払業務の適正な執行とともに、保険者共同処理業務、介護保険における介護給付
費、障害介護給付費、障害児給付費等の適正な審査支払業務の充実強化を図り、保険者事務の軽減に努めて
まいる所存でございますので、引き続き皆様のご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。
　結びに、関係各位の皆様におかれましては健康に十分留意され、新しい年が実り多き年となりますことをご祈
念申し上げ、年頭の挨拶とさせていただきます。

秋田県国民健康保険団体連合会  理事長

齊藤　滋宣
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表紙写真…井川さくら駅イルミネーション／�毎年冬に井川さくら駅では、イルミネーションにより駅周辺が幻想的で華やかな
雰囲気に彩られます。　

　井川町は秋田県のほぼ中央にあり、出羽丘陵に源を発し八郎
潟残存湖に注ぐ井川（全長11.6㎞）に沿って拓けています。総面
積は47.95k㎡で東部は波状形の段丘を形成し、西部は平坦で
広範な水田地帯を形成しています。
　町には日本各地から集められた桜、約200種2000本が植樹
された日本国花苑があり、全国に数か所しかない学術的にも貴重
な公園となっています。また、平成12年から10年間にわたって開
催された「桜の森彫刻コンクール」で各賞に選ばれた作品41基
を展示し、さくらと彫刻の公園として親しまれています。

　
令
和
3
年
に
策
定
し
た
第
5
次
井
川
町

総
合
振
興
計
画
に
お
い
て
、「
互
い
に
尊
重
し

支
え
合
い
で
つ
く
る
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
」を
掲
げ
、生
活
習
慣
病
の
予

防
や
健
診
活
動
に
よ
る
疾
病
の
早
期
発
見
、

早
期
治
療
の
推
進
を
掲
げ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら

の
活
動
が
国
保
運
営
に
も
直
結
す
る
施
策
で

あ
る
た
め
、健
全
な
国
保
運
営
に
向
け
て
取

り
組
み
を
加
速
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、令
和
6
年
に
お
い
て
、国
保
加
入

者
の
前
期
高
齢
者（
65
歳
～
74
歳
）の
割
合
が

61
・
9
%
で
あ
る
こ
と
、加
入
者
の
所
得
水
準

が
低
く
国
保
税
の
負
担
が
多
い
こ
と
、さ
ら

に一
人
当
た
り
医
療
費
が
全
国
や
秋
田
県
と

比
較
し
て
高
い
傾
向
が
続
い
て
い
る
こ
と
に
よ

り
、厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
、井
川
町
で
は
国
保

運
営
協
議
会
に
よ
り
国
保
税
の
税
率
を
協

議
し
、毎
年
税
率
の
見
直
し
を
図
り
被
保
険

者
の
負
担
軽
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。ま

た
、収
納
対
策
の
取
り
組
み
と
し
て
、シ
ョ
ー

ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス（
S
M
S
）を
利
用
し

た
滞
納
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。本
取
り
組
み

は
分
納
中
の
滞
納
者
の
う
ち
、指
定
の
納
期

限
ま
で
に
納
付
で
き
な
か
っ
た
方
に
対
し
て

S
M
S
を
利
用
し
て
納
付
確
認
の
通
知
を
送

る
も
の
で
あ
り
、対
象
者
は
限
定
さ
れ
る
も

の
の
、滞
納
者
の
増
加
防
止
に
効
果
的
で
す
。

現
段
階
で
は
対
象
者
を
限
定
し
て
い
ま
す
が
、

今
後
は
対
象
を
拡
大
し
、広
範
囲
に
利
用
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

保険者紹介［
井
川
町
］

　
平
成
20
年
4
月
よ
り
各
保
険
者
に
特
定

健
康
診
査
と
特
定
保
健
指
導
が
義
務
化
さ

れ
ま
し
た
が
、井
川
町
で
は
全
国
に
先
駆
け

て
昭
和
38
年
よ
り
脳
卒
中
予
防
対
策
を
旗

印
に
し
て
、令
和
4
年
ま
で
60
年
間
、保
険
者

を
問
わ
ず
町
民
全
員
を
対
象
に
循
環
器
健

診
を
行
っ
て
い
ま
す
。循
環
器
健
診
を
基
幹

に
保
健
事
業
を
実
施
し
、生
活
習
慣
病
予
防

対
策
に
効
果
を
あ
げ
て
き
ま
し
た
。

　
令
和
5
年
か
ら
新
た
に
住
民
健
診
と
し

て
、秋
田
県
総
合
保
健
事
業
団
に
事
業
を
委

託
し
て
い
ま
す
が
、こ
れ
ま
で
同
様
に
30
歳
以

上
の
方
の
希
望
者
が
受
診
で
き
る
よ
う
実
施

し
て
お
り
、健
診
後
の
結
果
説
明
会
も
こ
れ

ま
で
関
係
を
築
い
て
き
た
大
阪
大
学
や
近
畿

大
学
の
研
究
グ
ル
ー
プ
に
、引
き
続
き
町
民
の

健
康
管
理
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

笑顔が咲き誇る
桜のまち

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
参
考
に
、⑴
よ
り

早
期
か
ら
、将
来
の
生
活
習
慣
病
発
症
を
予

防
す
る
た
め
の
知
識
・
習
慣
を
身
に
付
け
る
、

⑵
子
ど
も
を
通
し
て
、そ
の
家
族
、保
護
者
の

皆
さ
ん
も
健
康
に
関
す
る
情
報
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
る
、⑶
家
族
で
健
康
に
つ
い
て
話

す
き
っ
か
け
を
つ
く
り
、家
庭
内
で
健
康
づ
く

り
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、令
和
元
年
に
健
康
教
育
副
読

本「
ず
っ
と
け
ん
こ
う
　
い
か
わ
っ
子
～
地
域

み
ん
な
で
健
康
～
」を
作
成
し
、4
年
生
か
ら

6
年
生
ま
で
の
児
童
を
対
象
に
副
読
本
を

使
用
し
た
健
康
授
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

保
健
体
育
や
家
庭
科
、学
級
活
動
の
時
間
を

利
用
し
て
、町
の
循
環
器
疾
患
対
策
の
歴
史

や
健
康
づ
く
り
の
取
り
組
み
、生
活
習
慣
病

の
説
明
や
そ
の
予
防
の
た
め
の
生
活
習
慣
・

食
習
慣
等
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。特
に
、

井
川
町
は
全
国
と
比
べ
食
塩
摂
取
量
の
多
さ

が
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、副
読
本

事
業
の一環
と
し
て
、日
頃
の
食
生
活
を
振
り

返
っ
て
健
康
を
考
え
る
機
会
に
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
、児
童
・
生
徒
や
保
護
者
を
対
象
と

し
た
食
塩
摂
取
量
を
推
定
す
る
た
め
の
尿
検

査
と
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、食
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る「
井
川

町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
」は
、貧
血
や

国
保
運
営
の
健
全
化
に
向
け
て

国
保
の

取
り
組
み

保
健
事
業
の

取
り
組
み

［国保の概況］
（令和6年10月31日現在）

総世帯数…… 1,686世帯
総人口………… 4,178人
国保世帯数……… 537世帯
国保加入割合…… 31.9%
収納率（令和5年度決算）
　・現年課税分… … 96.9%
　・滞納繰越分… … 18.0%

井川町

井川町 町民生活課長

鷲
わ し

谷
や

 幸
こ う

平
へ い

 氏

地
域
の
健
康
は

食
生
活
習
慣
の
改
善
か
ら

国
保
の

取
り
組
み

保
健
事
業
の

取
り
組
み

保健対策シリーズ
No.395

人口減の中でも国保制度の安定維持を
　国勢調査に基づく本町の総人口は昭和30年（1995年）の7,763人をピークに毎年減少が続
き、令和2年（2020）年には4,566人と約40%減になっており、このペースで人口減少が続くと、令
和32年（2050年）には2,151人になると推計されています。
　国保被保険者も自然減による減少が続いており、令和6年時点で787人であった被保険者は、
第3期データヘルス計画最終年度の令和12年3月末には363人が後期高齢者医療制度に移行
されます。国保制度の安定維持と町民の負担を必要最小限とし、増え続ける医療費削減のため、
特色のある保健事業の展開に努めたいと考えています。

国保主管課長からの

一言

高
血
圧
改
善
の
た
め
の
減
塩
運
動
の
ほ
か
、

減
塩
の
普
及
や
食
育
に
も
力
を
入
れ
て
お

り
、井
川
義
務
教
育
学
校
4
年
生
か
ら
6
年

生
が
参
加
し
て
い
る
ふ
れ
あ
い
学
習「
郷
土

料
理
ク
ラ
ブ
」の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
調
理
実

習
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、今
年
度

か
ら
食
生
活
改
善
推
進
委
員
が
考
案
し
た

減
塩
や
野
菜
摂
取
メ
ニュ
ー
を
、株
式
会
社
ア

マ
ノ
井
川
店
と
協
働
し
て「
健
康
メ
ニュ
ー
弁

当
」と
し
て
販
売
す
る
ほ
か
、レ
シ
ピ
配
布
を

通
じ
て
減
塩
や
野
菜
摂
取
に
つ
い
て
考
え
て

も
ら
い
、日
常
で
意
識
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に

働
き
か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
行
政
、医
療
機
関
、住
民
組
織
が

連
携
し
、住
民
と
と
も
に
減
塩
へ
の
取
り
組

み
や
、生
活
習
慣
病
の
発
症
、重
症
化
の
予
防

に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

井川町

副読本を用いた健康授業

「健康メニュー弁当」販売の様子
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T O P I C ST O P I C ST O P I C S

　本会は令和6年1 1月2 8日
（木）、令和7年度事業計画及び
当初予算（案）について説明する
ため、全県国保等主管課長会議
を保険者等から32名出席のもと
開催した。
　はじめに、本会の古谷常務理
事が主催者挨拶を述べた後、来
賓として秋田県健康福祉部健康
づくり推進課国保医療室の浅野
室長が「昨年度においては、第3

期秋田県国民健康保険運営方針の改定に向けた協議や、第
3期データヘルス計画の策定など、市町村の皆様に様々な御協
力や御尽力をいただき、感謝申し上げる。また、皆様におかれて
は、来年度の当初予算の編成作業を進めていることと思われる
が、県においても来年度の国保運営の予算編成を行っていると
ころである。特に、国保事業費納付金は、市町村の国保税率に
も大きく影響するため、慎重にその算定を行っている。」と挨拶を
述べられた。
　会議では事務局より事業計画及び当初予算（案）等について、
「診療報酬審査支払機関として審査支払業務改革の着実な
推進に努め、支払基金との審査支払システムの共同利用開始
に向けて取り組むとともに、国保総合システムをはじめとした各

　本会は令和6年10月29日（火）、市町村会館大会議室におい
て、保険者等から26名出席のもと介護サービス苦情相談担当者
研修会を開催した。
　はじめに、本会より、対応が難しかった苦情処理の事例や、過
去7年分の統計から見た相談者と相談内容の傾向について、説
明を行った。
　続いて、介護福祉ライター宮下公美子氏より、「介護現場での
苦情相談への対応について」と題して講演が行われた。宮下氏
は、介護現場で何が起きていてなぜ苦情が発生するのか、また、
対応が難しい相談者にはどのように対応すればよいのかについ
て、実際の事例や対応例を交えながら説明した。

令和7年度事業計画及び当初予算（案）を説明

苦情発生の傾向と対応方法を学ぶ

種システムの安定的運用と必要経費の確保に努め、保険者事
務の一層の効率化と軽減を図り、保険者の負託に応えるよう各
事業を適正かつ効率的に実施する。また、データヘルスを活用
した予防・健康づくりや重症化予防等の保健事業を通じた保険
者支援のほか、保険者努力支援制度において重点化が図られ
ていることから保険運営の安定化に資するよう、第三者行為求
償事務の受託や支援強化等、保険者による医療費適正化の取
組に対する支援を引き続き推進する。」とした基本方針のほか、
実施事業及び負担金・審査支払手数料・電算委託料等につい
て説明した。

　参加者からは「気を付けるポイントや苦情に繋がる原因につ
いて理解できた」、「苦情対応に対する考え方や視点を学べた」
といった声が寄せられた。

【全県国保等主管課長会議】

【介護サービス苦情相談担当者研修会】

TOPICS

TOPICS

TOPICS

TOPICS

TOPICS

TOPICS

TOPICS

TOPICS

TOPICS

TOPICS

宮下氏による講演の様子

事務局説明の様子

挨拶に立つ浅野室長

連合会行事予定 T O P I C ST O P I C S

T O P I C S

T O P I C S
1月

16日 柔整審査会
22日 審査委員会（23、24、25、27日）
23日 診療報酬再審査部会
24日 審査専門部会
27日 審査小委員会／合同研究会
28日 介護給付費等審査委員会
29日 鍼灸等審査会
31日 第2回監事会

2月
10日 第5回保健事業支援・評価委員会
13日 柔整審査会／第4回理事会
17日 審査委員会（18、19、20、21日）
18日 診療報酬再審査部会
19日 審査専門部会
21日 審査小委員会／合同研究会

26日

鍼灸等審査会／
介護給付費等審査委員会／
令和6年度国保事業功労者表彰式
並びに第139回通常総会／
第5回理事会

3月
13日 柔整審査会
19日 審査委員会（21、22、24、25日）
21日 診療報酬再審査部会
24日 審査専門部会
25日 審査小委員会／合同研究会
26日 介護給付費等審査委員会
27日 鍼灸等審査会

　本会は令和6年12月5日（木）、保険者等から21名出席のもと第三者行為求
償事務担当者研修会（介護保険）をオンライン形式にて開催した。
　はじめに、第三者行為求償事務アドバイザー森本範昭氏より「介護保険者
における第三者行為求償事務について」と題した講演が行われ、第三者行為
の事故事例や第三者行為求償案件を発見するためのポイント、損保会社へ
の対応や認定調査の流れ等についての説明がなされた。
　続いて、本会より「介護保険の求償事務─留意点について─」と題して、介
護保険における第三者行為求償事務の問題と留意点や、事故と介護の相当
因果関係の確認、損害賠償における請求や支払いの留意点等について説明
を行った。

保険者実務を
支えるために

【第三者行為求償事務担当者研修会（介護保険）】

TOPICS

TOPICS

TOPICS

TOPICS

TOPICS

オンラインでの説明の様子
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美味
しく

低カ
ロリ
ー美味

しく

低カ
ロリ
ー

【協力】

公益社団法
人

秋田県栄養
士会

鮭の生姜ポン酢漬け

❶ 玉ねぎは薄切りにして、まいたけはほぐしておきます。
❷  かぼちゃは1cmの厚さにスライスし、両面にオリーブオイルを塗って、210℃の

オーブンで15分位焼きます。　
❸  鮭は塩・こしょうを振り、片栗粉をまぶしてオーブンシートにのせます。
　 200℃のオーブンかトースターで火が通るまで10分ほど焼きます。
　 ※ お使いの機種によって焼き加減が異なりますので、様子を見ながらご調整くだ

さい。　
❹   Aの調味料を合わせ、①を入れて、電子レンジ600wで2～3分加熱します。　
❺  ④に③を入れて10分漬け込み、味がなじんだらお皿に盛り付けます。

◎エネルギー：237kcal　◎たんぱく質：23.9g
◎脂質： 6.1g　◎炭水化物：22.9g　◎食塩相当量：0.9g

・秋鮭 ………２切れ（100g）
・塩・こしょう………… 各少々
・片栗粉 ……………… 適量
・玉ねぎ ………………100g
・まいたけ …………… 50g
・かぼちゃ …………… 80g
・オリーブオイル …… 小さじ１
　生姜すりおろし
  ……小さじ１（好みで加減する）

　ポン酢しょうゆ …… 大さじ１
　水…………………大さじ２
　みりん …………… 大さじ１
　砂糖…………… 大さじ1/2

RECIPE

栄養士さ
んの

ワンポイ
ント

アドバイ
ス

千
ち

田
だ

由
ゆ

美
み

さん

鮭はDHA・EPAを含み、血流を良くする働きがあり、生姜に

含まれるショウガオールという成分も血行を促進し、新陳

代謝を活発にします。体を温める効果のある旬の食材も取

り入れ、寒い冬を乗り切りましょう。

冷え対策

RECIPE

今月の
テーマ

【材料２人分】

秋田県栄養士会　地域活動職域事業部
管理栄養士

1人分の
栄養量

秋
田
の
こ
く
ほ

2025年
1月
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